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タンザニア中部ゴゴ社会における女性世帯主世帯の多様性と変容
―マジェレコ村の女性 10 人の半生より―
阪本 公美子・黒田 真 *
はじめに
タンザニア中央部のドドマ州に居住する農牧民
ゴゴの人びとについては、Mathias E. Mnyampala
によるスワヒリ語による歴史と文化の記録 1 や、
Peter Rigby による綿密な文化人類学的研究 2、
Gregory Maddox による一連の歴史学的研究 3 など
がある。こうした先行研究においても、成人儀礼
としての女子割礼、婚姻をめぐる婚資としての家
畜の役割や親族関係については、詳細な記述がな
されている。これらの先行研究には、歴史的な婚
姻のあり方や、あるべき姿などに関する貴重な情
報が記述されているものの、そこからは、そういっ
た社会に生きる女性たちが、どのような人生を、
どのような心持で生きてきたか、ということは必
ずしも十分には伝わってこない。さらに、女性の
中でも例外的な事例としての寡婦や未婚女性に関
する記述はあるものの、彼女たちの視点に立った
研究は見受けられない。
本論は、第一に、マイノリティである女性、そ
のなかでもとくに寡婦や未婚女性などから構成さ
れる女性世帯主に焦点を当てることで、ゴゴ社会
の研究に新たな視点を提供することを目的として
いる。
第二に、タンザニア中央部のゴゴ社会において
は、他の地域から移民として流入し、その後ゴゴ
と共存するようになった他民族も多くみられる
が、本論ではとくにタンガ州の西部から移住して
きたングー（Nguu）4 という民族に着目する。父
系的農牧民であり、その大多数がキリスト教化し
ているゴゴとは対照的に、ングーの人びとは従来、
母系的社会を形成し、またその多くがイスラム教
化している。こうしたングーの女性たちに、マイ
ノリティとして注目する。
第三に、タンザニアが植民地支配を脱して独立
国家としての歩みを進めるなかで、成人儀礼のあ
り方、婚姻のあり方、女性たちの意識も変容して
いる。本論では、植民地時代に生まれた女性から
現在 20 歳代の女性までを含む様々な年齢層の女性
たちに自らの半生について語ってもらうことで、
時代による変容についても読み取ることとする。
1 女性世帯主世帯に関する先行研究
女性世帯主世帯の定義には、婚姻状況のみを基
準とするか、出稼ぎなどによる長期不在までを含
むかどうか、「世帯主」をどう定義するかなど、
さまざまな論点があるが、本論ではアフリカにお
ける先行研究の流れを汲み、「未婚、別居、離婚、
死別、長期不在などの理由で夫と同居しておらず、
女性が世帯主となっている世帯」と定義する 5。
ただし、女性世帯主世帯の多様性については、す
でにさまざまな研究で明らかにされており、本論
においてもその多様性について言及する。例えば、
父系社会であるタンザニア中西部のニャムウェジ
の事例研究においては、必ずしもすべての女性世
帯主世帯が貧困であるとは限らないことが指摘さ
れ、未婚女性、離婚・別居女性、寡婦、夫が長期
不在である女性をライフ・サイクルの中に位置づ
けるような方法で分析がなされてきた 6。
母系的イスラム社会であるタンザニア南東部の
調査によると 7、女性世帯主世帯は、特に食料不
足といった面で脆弱性があるものの、それぞれの
年齢に応じた生計戦略を取っており、それをサ
ポートするコミュニティの環境も見受けられた。
高齢女性たちは、コミュニティ内の相互扶助の規
範の中で、伝統的知識も活かした生計戦略を取っ
ていた。これは、タンザニア中西部における先行
研究においてなされた、ライフ・サイクルの後期
にある寡婦は男性世帯主世帯よりも贈与に大きく
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依存しているという指摘 8 とも共通している。他
方、若い女性世帯主世帯の女性たちは、生計戦略
が多様化する中、自ら現金収入を獲得し、配偶者
不在の中で従来の男女分業とは異なる新たな生き
方を創造していた。
またタンザニア南東部のイスラム女性のライ
フ・ヒストリーからは、以下の 2 点も浮き彫りに
なった。
第一に、時代の変化に伴って、婚姻形態も女性
の生計戦略も変化してきたことが窺える。植民地
時代から独立直後までは、タンザニア南東部では
妻方居住が一般的であり、先行研究 9 にも記載さ
れている婚労働を経験していた年配の女性たちの
経験も聞けた。ところが現在は、ウジャマー集村
化によって妻方居住に基づいた社会構造は崩壊し
ており、若い世代には婚労働の形跡は見られな
かった。ただし、今日でも食料生産・畑の耕作の
ためには夫がいた方が望ましいという状況は垣間
見えた。とはいえ、とくに商売によって生計を保
つ選択肢もあり、夫の存在は生きて行くために必
要不可欠なものではなかった。女性世帯主世帯が
村の中でも市場周辺の村区に集中していることか
らも、女性世帯主たちの生計戦略が窺われる。
第二に、母系的イスラム社会である南東部では、
出産と結婚がセットでないことは、これまでの研
究でも指摘されていたが、このことが改めて再確
認できた。とはいえ、過去と現在では大きな違い
もある。それは、高齢寡婦のライフ・ヒストリー
にもあったように、婚労働によって家族が成立し
ていた時代には、女性が婚労働をしに来た男性と
の間に子どもをもうけたとしても、その後、男性
の働きが悪ければ、女性や女性の家族が彼との結
婚を拒否した事例もあった。これに対して今日で
は、女性が自らの判断にもとづいて結婚しない場
合もあるが、それ以上に、男性の判断によって女
性が未婚を強いられるケースの方が目立つ 10。
上記のような生計戦略、そして婚姻に関する変
容が、母系的社会が集村化を経る中でみられたの
である。
2  ゴゴ社会における結婚と女性世帯主世帯
ドドマ州はタンザニアの中央に位置し、州都ド
ドマ市は現在タンザニアの法律上の首都 11 となっ
ている（図 1）。ドドマ州が位置するタンザニア
中央部は半乾燥地帯であり、そこには農業と牧畜
を複合的に営む農牧民ゴゴが主に居住している。
ここではまず、1960 年代初頭のゴゴ社会の様
子を詳細に描いた Rigby の民族誌的研究 12 におも
に依拠しながら、ゴゴ社会の女子の成人儀礼と婚
姻制度の特徴を簡単にまとめておく。
ゴゴの女性は、初潮を迎える以前の 8 歳～ 11
歳の段階で割礼とそれに伴う教育（mazimu）を
受ける。女子割礼は男子の場合と同様ブッシュで
おこなわれるが、男子の場合と違ってそこには
キャンプは作られず、施術後はすぐに母親の家に
戻され、そこで傷の回復を待つこととなる。この
割礼は必ずしも女性が結婚可能となることを意味
しない。その後、初潮を迎えると、女子は母親の
家にしばらく隔離され、そこで出産や夫に対する
正しい接し方について既婚女性から学ぶという。
この成女儀礼には、おおむね 2 週間から 1 か月ほ
どの期間があてられる 13。
婚姻制度については、第一に、父系社会である
ゴゴ社会では、理念上、父系出自集団は外婚集団
とされるが、現実には厳格な外婚規制は存在せ
ず、氏族レベルはもちろん、さらに下位の分節組
織（亜氏族や最大リネージ）のレベルでも、出自
集団内の婚姻が頻繁にみられる 14。第二に、ゴゴ
人は夫方居住婚の形態をとるが、彼らの結婚はき
わめて限定された空間の内部で行われる傾向にあ
る。つまり、通婚圏がきわめて狭いという特徴を
持つ。徒歩一日以内の範囲に居住する者を結婚相
手とする場合がほとんどで（Rigby の調査事例の
約 58％が半径 8km 以内の範囲から、また約 86％
が半径 32km 以内の範囲から結婚相手を選んでい
た）、Rigby によれば、こうした通婚範囲の狭さが、
ゴゴ社会における親密な姻族関係の形成を助けて
いるという 15。第三に、離婚率の低さが特徴とし
て挙げられる。Rigby の調査によれば、ゴゴ社会
における離婚率は 9.6％と低い。彼は、この数値
が示す安定的な婚姻関係が、父系出自集団と違っ
て本来は短命で壊れやすい姻族間の協力関係に一
定の持続性を与えていると指摘している。加えて
Rigby は、離婚の際には婚資（あるいはその一部）
が夫方に返却されること、また、離婚は多くの場
合、結婚後あまり年数が経っていない段階（平均
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すると結婚後 3.3 年）でおこなわれることも指摘
している。また、ゴゴ社会では、一度離婚を経
験した女性は、その後も複数の婚姻を重ねて落
ち着くことのない、「そういった類の女性」とみ
られることになるという。さらには、離婚した場
合、婚姻期間中に生まれたすべての子供の親権は、
「家畜が来たところ」である元夫に属するとされ
る 16。第四に、ゴゴ社会では一夫多妻婚を望まし
いものとして肯定的にとらえる態度が広く認めら
れるが、一夫多妻婚にはそれだけ高い婚資の支払
い能力が要求されることもあって、実際には複数
の妻を持つ男性は少数派である 17。第五に、ゴゴ
社会においては、未婚の女子を妊娠させることは
一大事であり、それよりはむしろ、既婚男性の年
若い妻と関係を持つことの方が容認される。こう
した恋愛関係はなかば制度化されており、年若い
妻を持つ夫は、自分の妻が未婚の男性を愛人に持
つことを黙認しなければならないという 18。最後
に、婚資についてもみておこう。Rigby によると、
1960 年代初頭のゴゴ社会では、婚資あるいはそ
の一部が現金で支払われることはめったになく、
依然として家畜での支払いが一般的であった。平
均するとウシ 15 頭にヤギないしヒツジ 11 頭を加
えたものが婚資として払われていた。また、こう
した婚資用の家畜を調達する義務は、新郎の父方
親族だけではなく母方男性親族にも及んだ 19。後
に本論で取り上げる女性世帯主の語りからも窺え
るように、その後ゴゴ社会では婚資の現金化が進
むと同時に、婚資として贈られる家畜の数も大き
く減少してきている。
次に、Beidelman20 に基づき、ングーの成女儀
礼と婚姻制度について触れる。
ングーの女性は、初潮を迎えると祖母の家に数
週間から数か月の間隔離され、そこで割礼を含む
成女儀礼を受けることになる。祭りの後、割礼が
行われるが、これらの儀礼は女性のみにとりしき
られ、しばしば祖母や年配の女性が指南役を引き
受ける。成女教育が終了して少女の傷も癒えると、
儀礼に使用された道具はすべて燃やされ、その後、
少女を成人女性として社会に改めて紹介するため
の祭りがとりおこなわれる。かつては、成女儀礼
を受けたングー女性は、その後きわめて短期間の
うちに結婚するのが通例であった 21。
ングーは母系的民族といわれているが、彼ら・
彼女らの間では、人間は血を通して母系親族とつ
ながっており、骨を通して父系親族とつながって
いると考えられている 22。過去においては、婚資
は分割で支払われ、その支払いが完全に済むまで
夫婦は妻の親族の住居で暮らし、その期間中、夫
に対しては婚労働が要求された。交又イトコ婚の
場合は、婚資は引き下げられたが、その分、妻方
居住と婚労働は強化された。昔の婚資は比較的少
なく、ヤギ 3 頭、トリ 8 羽、並びに鉄線というこ
ともあったという。1960 年代ごろになると、次
第に婚資に現金が使用されるようになるととも
に、なかにはヤギ 12 頭、TSh200 ～ 300 というよ
うな多額の婚資を支払うケースもみられるように
なった。離婚は、夫からも妻からも言い出すこと
が可能であり、離婚の際に婚資は必ず返却された
が、婚姻期間中に生まれた子どもの数に応じて返
却する婚資は減額された。寡婦は、亡くなった夫
の母方親族によって相続された 23。以上のような
特徴をもつとされるングーであるが、後述のとお
り、時代の流れとともに、またドドマへ移住した
集団については、ゴゴ社会への定着に伴い、婚姻
制度も大きく変化しているといえる。
次に、最近の各種政府統計資料から、タンザニ
アとドドマ州のそれぞれにおける女性世帯主世帯
の割合と女性の婚姻状況をみておこう。タンザニ
ア全体では全世帯の 24.4% が女性世帯主世帯で
あり（2010 年）24、この割合は近年増加しつつあ
る 25。いっぽう本研究が事例とするドドマ州につ
いては、同州の全農家世帯の 22% を女性世帯主
世帯が占めており（2002/03 年）26、このことか
ら、女性世帯主世帯の割合という点では、ドドマ
州がほぼ全国平均並みであることがわかる。また、
女性の婚姻状況については、ザンジバルを除いた
タンザニア本土では 15 歳以上の女性の 23.1% が
未婚、52.1% が既婚・同居、7.5％が離婚・別居、
10.3％が寡婦という 2007 年の統計がある 27。いっ
ぽう別の統計資料によると、ドドマ州では女性の
6.6% が離婚・別居の状態にあるということなの
で 28、女性の婚姻状況においても、ドドマ州が全
国平均から大きくかけ離れていないことが推測さ
れる。
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Ⅰ　調査地、調査方法、調査対象者
本 論 に 先 立 ち、 調 査 地 で あ る マ ジ ェ レ コ 
（Majeleko）村の位置づけ、調査方法、ならびに
調査対象者について述べる。
1  調査地
本論文では、タンザニア中部ドドマ州 チャム
ウィノ（Chamwino）県マジェレコ村における調
査をもとに分析を進める。マジェレコ村はドドマ
から約 60 キロ東に位置する（図 1）。
マジェレコ村の住民の大多数は農牧民のゴゴで
ある。ゴゴ社会は父系的社会であり、またそのほ
とんどがキリスト教徒である。ただし、村の一
部地域には、1920 ～ 30 年代以降に現在のタンガ
（Tanga）州キリンディ（Kilindi）県 29 にあたる地
域から移動してきたングー（Nguu）という民族
集団が集住している。彼らは伝統的には母系的と
みなされおり、またほぼ全員がイスラム教徒であ
る。彼らはとくに Songambele 村区（kitonogoji）
に集住しており、2011 年 9 月の黒田の調査によ
ると、同村区の世帯主の 71%（65 世帯中 46 世帯）
がングーであった（図 2）。
村では、農業と牧畜が主たる生業である。農業
においては、トウモロコシ、ソルガム、トウジン
ビエ、キャッサバ、サツマイモ、ササゲ、バンバ
ラマメなどの食料作物と、ヒマワリ、ラッカセイ、
ゴマなどの換金作物が主に栽培されている。牧畜
については、村全体で約 3,000 頭のウシと約 1,400
頭のヤギ・ヒツジが飼育されていると推定されて
いる 30。
マジェレコ村の世帯主の性別に関するデータが
村役場に存在しなかったため、2012 年 8 ～ 9 月
の調査時に、村内全村区長の協力のもと、各村
区の総世帯数と、女性世帯主世帯の数を入手し
た。それらを集計したものが表 1 である 31。半
生を聞き取った女性たちの住む Kawawa、Mkapa
は 28％と比較的女性世帯主世帯の比率が高く、
Songambele は 22% と平均的な数字である。
図 1. ドドマ州および調査地マジェレコ村
出典：筆者（黒田）作成
図 2. マジェレコ村と 14 村区
出典：筆者（黒田）作成
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2  調査対象者と調査方法
本 論 で は、 マ ジ ェ レ コ 村 の 中 心 部 に あ る
Kawawa、Songambele、Mkapa の 3 村区に暮らす
10 人の女性たちに、生まれてから今日までの半
生についてスワヒリ語で語ってもらった内容を
中心に分析している（表 2）。インタビューでは、
生まれてから、幼少期の思い出、成人儀礼や教育
過程、出産、結婚観、生活状況、本人が望む「良
い生活」などについて自由に語ってもらった。
主として配偶者不在の女性世帯主に焦点を当て
るために、インタビュー対象者 10 人中 8 人は女
性世帯主としたが、比較参照のため夫婦世帯の女
性 2 人にもインタビューした。女性世帯主のうち、
3 人が寡婦、2 人が離婚女性、3 人が子どもを婚
外出産している女性である。彼女たちの年齢は幅
広く、年齢不詳や 1949 年生まれの高齢の女性か
ら、1985 年生まれの 20 歳代の女性までが含まれ
るが、1950 ～ 60 年代生まれの 40 ～ 60 歳代の女
性が最も多い。
10 人中半数の 5 人がングーのイスラム教徒の
女性であり、残りの 5 人がゴゴなどのキリスト教
徒の女性である。家畜が富の象徴として重視され
る農牧民ゴゴの父系的社会においては、そもそも
女性が家畜を所有することは稀であるが、さらに
少数民族で家畜を所有することがほとんどないン
グー女性にも本論ではあえて焦点を当てた。
調査対象者のうち MaOS から HOS までの 3 人
のングー女性たちは、ASM の娘たちである（図
3）。ASM の暮らしぶりは必ずしも困窮しておら
ず、そういった点では、他のゴゴの女性たちと（た
とえば民族的特徴として）比較するには適してい
ない。しかし、この 3 人のングー女性は、同じ父
母から生まれた姉妹でありながら、時代の急速な
変化の中、それぞれ大きく異なる生き方をしてき
ており、ゴゴ社会におけるマイノリティの女性の
多様な生き方を浮き彫りにするという点において
は最適な存在であるといえよう。また 4 人ともそ
れぞれの特色を持ちながら、配偶者不在の中、自
在性のある生き方をしていたことも本調査におい
て焦点を当てる動機となった。
なお、この 10 人の女性たちへの聞き取り調査
は、主として阪本が 8 月 22 日～ 25 日の間、調査
助手 Asha Omari Sakilo の案内のもとスワヒリ語
で実施した。そのうち 2 人のインタビューについ
ては、黒田が合流した。
このインタビューを補足する形で、ASM など
の家系の家系図も作成した。本家系図は、8 月 22
日～ 25 日の間、大きな模造紙を広げ、複数の家
族構成員の協力を得ながら、阪本がマジェレコ村
に滞在中に作成した。またその間の観察や聞き取
りなども参照した。なお、本人や家族への不利益
を避けるため、個人を特定できる氏名や氏族名は
伏せる形で公表している。
なお、マジェレコ村における全般的なコンテキ
ストや、事実の再確認などについては、2011 年 9
月、2012 年 2 ～ 3 月、2012 年 8 ～ 9 月の 3 度に
わたる黒田のフィールド調査に基づいている。
本論文では、次節でまずングーのイスラム女性
たちの半生を、年配の女性から紹介する。その後、
主に、キリスト教徒のゴゴ女性たちの半生を、同
様に年配の女性から紹介する。その上で、考察を
加える。
出典：2012 年 8 月調査より
表 2. インタビュー対象者
対象者 婚姻状況 宗教 民族 出生年 村区
ASM 離婚 イスラム教 Nguu 1949 Songambele
MaOS 寡婦 イスラム教 Nguu 1967 Kawawa
AOS 寡婦 イスラム教 Nguu 1969 Kawawa
HOS 未婚 イスラム教 Nguu 1980 Songambele
MA 既婚 イスラム教 Nguu 1985 Kawawa
VN 既婚 キリスト教 Gogo 不明 Kawawa
AM 離婚 キリスト教→イスラム教 Gogo 1951? Kawawa
PS 寡婦 キリスト教 Gogo 1952 Mkapa
EM 未婚 キリスト教 Kaguru 1959 Kawawa
LN 未婚 キリスト教 Gogo 1968 Kawawa
表 1. マジェレコ村、各村区の世帯数と女性世帯主世帯数
注：－は、データ未入手、（　）内は合計に含まない。出典：2012 年 8 ～ 9 月調査より
総世帯数 女性世帯主世帯数 女性世帯主世帯%
1 Manzilanzi A （88） - -
2 Manzilanzi B 106 18 16%
3 Mlimani 56 18 32%
4 Mwinyi 50 7 14%
5 Kawawa 69 19 28%
6 Harambee 62 13 21%
7 Songambele 63 14 22%
8 Muungano 66 17 26%
9 Kivukoni 52 12 23%
10 Mkapa 57 16 28%
11 Mwongozo 96 22 23%
12 Azimio 49 8 16%
13,14 Mbelezungu A, B - - -
合計 723 164 23%
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Ⅱ  ングーのイスラム女性たちの語る半生
本節では、ASM と彼女たちの 3 人の娘（図 3
参照）をはじめとするングーのイスラム女性たち
の語る半生を紹介する。
1  離婚女性 ASM
1949 年に、現在のタンガ（Tanga）州 Kilindi 県
にある Sitende Bokwa 村で生まれた。
1954 年から 63 年まで、マドラサでコーランを
習った。生徒は30人いたが、女性がだいたい20人、
男性が 10 人いた。先生は、Hassan Makau という
先生だった。
14 歳の 1963 年には、10 人で割礼（tohara）を
受けた。その後、4 ヵ月間、成女儀礼（unyago）
として一人で、Mwanandeli おばあさんという先
生から、踊りなどを教わった。
1963 年には、親戚である母方のイトコ（binamu）
の OMS32 と結婚した。婚資は、当時のお金で
TSh6,000（現在の価値でいうと約 TSh600,000 程
度）で、彼女の父親が受け取った。その後、1964
年には、タンガから Mbundari という金持ちの人
のバスでチャリンゼ（Chalinze）まで行き、そこ
からマジェレコ村までは歩いた。結婚前から、マ
ジェレコに行くことは知らされており、夫が先に
着いていた。
1964 年には、トタン屋根（bati）の家をたてた。
木の枠組み作りは Maginjira という専門家（fundi）
に依頼し、水と泥で壁などを建設する作業には 2
人の労働者（kibarua）を雇った。
1965 年には、第一子目（女児）の HdOS をチロ
ヌワ（Chilonwa）の診療所で出産した。毎日、検
査をし、出産に問題はなかった。診療所にしばら
くいてから村にもどった。出産後、お祝にヤギ 33
を食べた 34。
また、このころからタバコを 2 エーカー、トウ
モロコシを 3 エーカー、ラッカセイを 1 エーカー、
合計 6 エーカー栽培していた。タバコとトウモロ
コシは谷・平地（bondeni）の畑で、ラッカセイ
は山（mlimani）の畑。
1967 年には、第二子目（女児）の MaOS を同
じ診療所で出産した。出産後、お祝いに、自分た
ちのヤギを食べた 35。
1969 年には、第三子（女児）の AOS を同じ
診療所で産んだ。ちょうどそのころ家畜市　
（mnada）が立っていたため、牛の足を買った 36。
1972 年には、第四子で男児の MoOS を同じ診
療所で産んだ。はじめて男児を生み、夫がたいそ
う喜び、大きなヤギを食べた 37。
1974 年には、第五子（女児）の MwOS を同じ
診療所で産んだ。彼女の出産後は、野生動物の肉
を食べた。夫が自ら鉄砲で撃ち、狩ってきた 38。
1976 年には、第六子（男児）の SOS を同じ診
療所で産んだ。MoOS に次いで二人目の息子に喜
び、大きなヤギをふるまった。その後、彼は、現
在ダルエスサラームに住む女性との間に S とい
う子供をもうけたが、その孫が ASM と暮してい
る。彼自身は、Chalinze で工業油を売る仕事をし
ている。
1980 年には、夫に他のゴゴの女性との結婚話
がもちあがったため 39、いざこざに巻き込まれる
のを避け離婚をした。離婚の際、一枚紙の離婚合
意書（barua ya talaka）と、谷・平地の 3 エーカー
の畑を受け取った。当時、夫は 50 頭ほどのウシ
を所有していたが、第二の妻との暮らしのために
次々と売却し、現在は 2 頭になってしまっている 40。
その年に、第六子 SOS をつれて、親戚に挨拶
するために故郷のタンガへ戻った。第一子目の
HOS から第五子目の MwOS までの 5 人の子供は、
子どもたちにとって父方のオバ（Shangazi）にあ
たる MMS41 のところに身を寄せて、そのままマ
ジェレコ村で生活をした。彼女は、タンガでも畑
でラッカセイとトウモロコシを栽培した。タンガ
は土地が肥えていて、マジェレコと比べると収穫
も 2 倍ほどあった。
同年 1980 年、第七子（女児）にあたる HOS を
タンガで出産した。ここでもヤギを食べた 42。4
年間タンガで生活したのち、1983 年には、マジェ
レコ村に戻った。
1984 年には、第八子（女児）の POS をタンガ
で里帰り出産し、ヤギを食べた 43。
1985 年には、マジェレコ村で農業を再開しな
がら、喫茶業（mgahawa）をはじめた。農業につ
いては、離婚時に受け取った 3 エーカーの畑で、
タバコ、トウモロコシ、ラッカセイの栽培を再開
した。
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写真 1. 日々喫茶のため客が集う家の前
1986 年には、第九子（女児）の FOS をマジェ
レコ村で出産し、同様にヤギでお祝いした 44。
OMS とはマジェレコ村にもどってから関係が復
活していたが、結局 1987 年に別れた。
1988 年には、飢餓（njaa）が到来し、野生果実
（matunda porini）を食べて酔った（lewa）人もいた。
幸い、牛乳をのみ、重症に至らなかった。
1988 年には、タバコがバケツ（debe、20 リッ
トル用）1 杯当たり、Tsh1,000 だった。タバコの
栽培は、1998 年に儲けが少ないのでやめたが、
トウモロコシとラッカセイは今日も続けている。
彼女自身は、概ねトウモロコシの収穫で食べて
いくことができるが、足りない場合はラッカセイ
やタバコを道路端（barabarani）で売ってお金に
換え、そのお金でトウモロコシを買っている。そ
れでも足りない場合は、子どもたちが助けてくれ
る。
2010/11 年には 3 筆の畑で作物を栽培した。1
筆目の畑（2 エーカー）にはラッカセイを作付け
して 7 袋（1 袋 120ℓ）を収穫。2 筆目の畑（2 エー
カー）にはヒマワリを作付けして 2 袋を収穫。3
筆目の畑（1 エーカー）ではトウモロコシとササ
ゲを混作したが、トウモロコシは立ち枯れてし
まってまったく収穫できず、ササゲについても収
穫はわずか 3 リットルにとどまった 45。また、翌
2011/12 年には 4 筆の畑で農業をおこなった。1
筆目（2 エーカー）にはラッカセイを作付けして
10 袋を収穫。2 筆目（1 エーカー）にはヒマワリ
を作付けして収穫は 5 袋。3 筆目（1 エーカー）
にはゴマを作付けして 1 袋を収穫。4 筆目（1 エー
カー）ではトウモロコシとササゲを混作したが、
この年もトウモロコシの収穫はゼロで、ササゲの
収穫は 1 バケツ（20ℓ）のみだった 46。
モノが足りない時は、子どもたちが助けてくれ
る。息子たちはあまり助けてくれず、むしろ、娘
たちの方がたすけてくれる。とくに、長女でトラ
クターやバイクをもっている HdOS とその夫は、
食料不足のときに、10袋（gunia、120リットル相当）
の食料を持ってきてくれた。AOS はあまり積極
的に助けてはくれないが、7 子目の HOS は、マッ
トレスがくたびれてきたら、TSh100,000 ぐらい
のマットレスを買ってくれた。
彼女にとって結婚は、とてもよかった。洋服や
食べ物を買ってもらえた。ただ飽きたら、夫は買っ
てくれなくなり、別の女性を妻に迎えた。
良い生活とは、食べ物を食べ、生活用品を得て、
客が来たらもてなせるような生活。
2  寡婦 MaOS
1967 年に、母 ASM と父 OMS の間の 9 人の子
供のうちの第 2 子としてマジェレコに生まれた。
1977 年から 1984 年の間、小学校に通う。小学
校での思い出として、rede という遊びをしたのを
覚えている。
1984 年、17 歳のころ、収穫前の時期に割礼
（tahiriwa, tohara）を受けた。ゴゴの女子もングー
の女子も一緒で、3 か月かかった。収穫後には、
自宅でングーの成女儀礼（unyago）を受けた。1
か月かけて踊りなどを通じていろいろなことを教
わった。割礼も成女儀礼も、もう一人のングーの
女の子、Zuhura Ramadani（1967 年生まれ、民族
は同じングー、氏族（ukoo）は異なる。2010 年
に他界）と、2 人で受けた。
1987 年には、両親が選んだ相手と結婚した。
相手の RSS は、同じくングーで、SSS の子供。
彼女と彼は「マタイトコ」（binamu mara mbili）47 で、
彼女の父方と、彼の母方で関係がつながってい
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る（図 3 参照）。まずプロポーズ（posa）として
TSh500 が彼女に贈られた。その後、彼女にはベッ
ド、マットレス、料理道具などの家財道具が、彼
女の父親には婚資として 6 頭のウシが支払われた。
1991 年に、一人目の子供（女児）、ARS が生ま
れた。子どもたちは父親の氏族（ukoo）を受け継
いでいる。その後、ARS は 2004 年に、E という
男性と結婚し、Chinangali へ行った。婚資として
は、TSh200,000 を ARS の父親である夫 RSS が受
け取り、MaOS は TSh50,000 を受け取った。
1997 年には、二人目の子供（女児）、ZRS を
出産した。現在、Chamwino 中学校 2 年生（Form 
II） に在学している。割礼が政府によって禁止さ
れたため、ARS も ZRS も女子割礼も成女儀礼も
受けていない。
2007 年には、三人目の子供（男児）、IRS を出
産した。現在、5 歳。
2 年後の 2009 年には、牛を放牧していた夫が
銃弾を 3 発撃ち込まれて死亡した。牛を盗もうと
した男が、夫の抵抗にあって発砲した。犯人は未
だつかまっていないし、政府も助けてくれなかっ
た。ちょうど彼女が病気のときだった 48。
夫が死亡したので、家畜などは夫の父親のもの
となった。畑は平地に 4 エーカーあり、そこに、
トウモロコシ（1.5 エーカー）、ラッカセイ（1.5
エーカー）、ゴマ（1 エーカー）を作付けしている。
トウモロコシの収穫は 10 袋（gunia、約 120 リッ
トル相当）ほどで、1 年間の食糧としては十分に
足りている。余ったトウモロコシはラッカセイや
ゴマとともに中学校の学費に充てている。
現在は、畑仕事のほかにも、生活のため日雇い
労働（kibarua）を 1 日 TSh500 でするが、子ども
が病気のときなどは困る。
彼女にとって結婚は良かった。夫がいないのは
大変。
また良い生活とは、夫がいて、仕事を一緒にす
ること。発展があることがいい。農作業をして現
金を得て、家や家畜を買えること。
3  寡婦 AOS
1969 年、 マ ジ ェ レ コ 生 ま れ。 母 ASM と 父
OMS の間の 9 人の子供のうち第 3 子として生ま
れた。
1978 年に小学校を入学し、1984 年に卒業する。
1984 年には、1 ヶ月間、家で成女儀礼（unyago）
を一人で受けた。同じ民族で母親と同年代の女性
たちから、歌を通して、年長者、とくに男性を畏
怖し敬意（heshima）を払うことを教わった。男
性を畏怖する理由は、男性は強姦（kubaka）でき
るから。
1985 年には、Iringa Girls 中学校に入学し 1988
年に卒業した。
1990 年には、Chamwino で地方公務員の仕事に
就く。1990 年から 1992 年までは Manchali の村行
政官（VEO）をつとめた。
そのときに出会った同じく地方公務員の男性
（民族 : ゴゴ）、DM と 1991 年に結婚した。結婚
は、（村での宗教上の結婚ではなく）役所にてした。
これは、彼女がイスラム教で、彼がキリスト教だっ
たため。仕事をしていたから、とくに親の反対は
なかった。婚資は、TSh100,000。
1992 年には、第一子（男児）MDM が生まれた
49。1994 年には、第二子（男児）SaDM が生まれ
た 50。1999 年には、第三子（男児）SeDM が生ま
れた。
出産後も引き続き地方公務員として働いた。
1992 年からの 6 年間は Chinangali 村の村行政官
（VEO）を務めた。その後も、Lamaiti 村（Bahi に
ある村）で 3 か月、Dabalo 村で 1 年、Chimendeli
村（Bahi にある村）で 1 か月、村行政官（VEO）
と し て 働 い た。 夫 は、Dabalo、Chimendeli、
Majeleko の順で 3 地区（kata）の地区行政官（WEO）
を務めた。しかし、彼女は 2001 年に、政府のリ
ストラにあい、失職した。その後、村にもどって
農業を始めた。当時、夫はマジェレコの地区行政
官（WEO）だったため、政府の住居で生活して
いた。
2002 年には、夫が死亡した。肝臓の病気のた
め病院でみてもらったが、家で死亡した。末っ子
の SeDM が 3 歳のときだった。夫の財産につい
ては、銀行へのアクセスができただけでなく、遺
書もあったため、問題なく相続できた。
生活がガラっとかわり、2003 年に父親からわ
けてもらった畑 5 エーカーで、ゴマ、ラッカセイ、
ヒマワリ、トウモロコシ（少し）を栽培するよう
になった。ヒマワリとトウモロコシは、自宅に近
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い水まわりのよい平地（bondeni）で育て、ラッ
カセイとゴマは、木を切った土地で育てている。
平地の農地は限られていて、相続の対象になった
りお金で取引されたりしている。
夫の死後しばらくは母親と一緒に生活していた
が、2005 年には、夫から相続した財産をもとに
家を建てた。土地は、もともと安いものだが、近
所のおばさんから分けてもらった。
2008 年から、木炭を焼いて販売する仕事もは
じめた。
結婚生活はよかった。喧嘩もしなかったし、生
活も楽だった 51。今は大変。夫のいた頃は、必要
な食べ物や服、子どもの養育などを助け合えた。
とはいえ、また結婚したいわけではない。
彼女にとって良い生活といえば、結婚していた
ときの生活。将来的に考えると、農民の生活や、
木炭づくりの生活はつらい。町での生活より村、
とくにマジェレコ村での生活の方が好きだが、仕
事としては、オフィスでの仕事、たとえば、政府
の仕事などをしたい。もし、県などにそういった
空きがあれば、応募したいと考えている 52。
4  未婚女性 HOS
1980 年、母 ASM と父 OMS の間の 9 人の子供
の第 7 子として、チロヌワの診療所で生まれる。
子どものころは、掃除や畑仕事など家の手伝い
をした覚えがある。
1988 年、マジェレコ小学校に入学した。小学
校では、スポーツや鬼ごっこ（kukimbia）などを
した思い出がある。
1995 年に 7 年生で卒業した。割礼式（jando）
も成女儀礼（unyago）も、うけていない。
その後、農民の仕事をしてきた。土地は、父親
から 5 エーカーもらった 53。
JMM（ゴゴ）が家に来たときに出会い、1999
年には、第一子（女児）AJM を村の診療所で出
産した。出産時には、とくに健康問題などなかっ
た。出産後、母乳だけでなく牛乳をつかったのを
覚えている。JMM は、父親にウシ 2 頭を払った。
また、その後も子どもの養育費として、洋服・油・
石鹸（代）を提供し続けてくれている。
2000 年には、父親 OMS が 1990 年まで住んで
いた家に、子どもと住み始めた。
2002 年には、第二子（男児）BJM を村の診療
所で出産した。JMM はこのときも父親にウシ 2
頭を支払った 54。このあと、父親差し入れのヤギ
のスープを飲んだ。
2007 年には、別の男性との子供（女児）LK を
村の診療所で産んだ。LK の父親 KM とは、2005
年から 3 年間つきあったが、彼は妊娠を知ること
なく別れた。出産後、自分で鶏を買って、スープ
をつくって飲んだ。LK は自分で養育している。
2007 年から去年までは、木炭づくりの仕事を
して、石鹸代（sabuni）やウシによる犂耕代（賃
耕代）を捻出していた。
2010/11 年には 3 筆の畑（合計 5 エーカー）を
耕起し、それぞれにトウモロコシ（2 エーカー）、
ラッカセイ（1 エーカー）、ゴマ（2 エーカー）を
作付けした。しかし、雨不足でトウモロコシがまっ
たく収穫できなかったため、ゴマを売って作った
お金や他人の畑で畑仕事をしてもらったお金でト
ウモロコシを買わなければならかった 55。
昨年（2010/11 年）と違って今年（2011/12 年）
は自分の畑からかなりの収穫が得られたことに加
えて 56、家を建てるのに忙しくて時間がとれない
ため、炭焼きの仕事は今年はやっていない。
それまで住んでいた家は、2011 年に、家の屋
根を風に飛ばされて、屋根がなくなってしまっ
た。それ以降、母親の家に身を寄せながら、新し
い家を AOS（姉）の家の近くに建てている。れ
んがは自分でつくり、屋根用のトタン板はすでに
28 枚買い揃えた。職人（fundi）を 2 週間、日雇
い労働者を 2 日間雇って、屋根以外はだいたい終
わった。窓や釘などは店で買うが、建設作業に必
要な水は自分で汲みに行っている。
写真 2. 新しく建設中の家（姉 AOS の家の隣）
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結婚はしていないので、子どもは自分で育てて
いるが、子どもも仕事を手伝ってくれる。
今後、農業の仕事をつづけながら、商売もは
じ め た い。 商 売 は、 子 魚（dagaa） を Mwanza
や Tabora で買い付けて、週 1 回開かれる青空市
（gulio）57 で売りたい。とはいえ TSh300,000 ほど
の元資金が必要なので、投資してくれるお金持ち
を探している。なってくれないだろうか？
5  既婚女性 MA
1985 年に、マジェレコの家にて生まれた。母
親は GS（民族 : ゴゴ、氏族 : 不明）、父親は AM（民
族 : ングー、氏族 : S58）。Tembe59 の家に生まれた。
妹が二人いる。
幼児期から、両親が畑を 5 エーカー借りてラッ
カセイやトウモロコシを育てるのを手伝ってい
た。ただトウモロコシは一年間足りるほどはとれ
ず、なんとか生活をしてきた。他の畑で日雇い労
働（kibarua）をしてしのいでいた。親戚からの支
援はなかった。
2001 年には、DB（民族 : ゴゴ、氏族 : Se）と
結婚した。自分で選んだ相手。婚資として、
TSh180,000 を父親が受けとった。彼はキリスト
教徒だが、自分はとくに改宗などせず、それぞれ
が自分の宗教のままでいる。子どもはキリスト教
徒。
2002 年、第 1 子（男児）SDB を村の診療所で、
とりたてて問題もなく出産した。夫もかけつけた。
現在、小学校の 2 年生。
2006 年には、第二子（女児）FDB を同じ診療
所で、問題もなく出産した。ただ、出産後、お腹
が痛くなった。現在、村の小学校に併設されてい
る就学前教室に通っている。
2008 年には、第三子（男児）ADB を同じ診療
所で問題なく出産した。このときは、出産後 7 日
間、お腹が痛かった。
結婚後は、喧嘩するときも、争うことなく穏や
かに過ごせるときもある。喧嘩するときは、彼
がお酒を飲んだとき。お酒は、1 週間に 2 ～ 3 回
飲んでいた。飲みすぎると、理由もなくなぐるこ
ともあった。そんなとき、AOS が助けてくれた。
2008 年ごろがいちばんひどかったが、最近は落
ち着いてきた 60。
5 エーカーの畑を借りて、そこでトウモロコ
シ、ラッカセイ、ゴマ、ヒマワリなどを栽培して
いる。食料は 10 月ごろには底をついてしまうの
で、日雇い労働をする。日雇い労働は誰の畑でも
し、食料かお金をもらう。1 エーカーの草刈りを
する（kata）と、TSh1,000 もらえる。また、夫が
魚の商売もしている。Homboloで魚を買い付けて、
それを揚げて（kaanga）毎週木曜日に開催される
青空市で売っている。
結婚は良いと思う。よい生活は、とくに夫と争
いなく生活すること。
Ⅲ  キリスト教徒のゴゴ女性たちの語る半生
1  既婚女性 VN
植民地の時代にマジェレコに生まれた。
母方の親族 5 人と割礼式（jando）に参加した。
年代はわからないが、PM と結婚した。婚資と
して、ウシ 5 頭とヤギ 10 頭を彼女の父親が受け
取った。結婚相手は彼女 1 人で、その後も他の妻
はいない。
家は、今の家から見える木のあるところにあっ
た。
畑は 2.25 エーカーを耕し、ソルガム（mtama）、
バ ン バ ラ マ メ（njugu mawe） や イ ン ゲ ン マ メ
（maharage）、ラッカセイ、トウモロコシ、ヒマワ
リを栽培してきた。
第一子 DPM、第二子 JPM、第三子 MPM、第
四子 PPM をチロヌワ診療所にて出産した（いず
れも出産年不明）。第五子 RPM は、1977 年同じ
診療所にて出産した。全員女児。
現在、彼女は、夫と、第四子 PPM、PPM の夫
と 4 人の子ども（VN の孫）と暮している。DPM
は夫と 4 人の子ども、JPM は夫と 8 人の子ども、
MPM は夫と一人の子ども、RPM は夫と 1999 年
に生まれた子 M とくらしている（図 4）。全員ゴゴ。
PPM も RPM も好きな人と結婚した。RPM の夫
は TSh180,000 の婚資を、VN の夫に支払った。
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2000 年には、現在の家に移り住んだ。
結婚については、離婚もせず結婚生活を続けて
きた。相手は自分で選んだ相手。
生活は「厳しい（magumu）」61。
2  離婚女性 AM
宗教 : キリスト教からイスラム教に改宗
1951 年ごろに、マジェレコ村の Kawawa 村区
（kitongoji）にて、M という名前で生まれた。チ
ロヌワ診療所にて。
父と母の間には 10 人子どもがいて、女の子が
5 人、男の子が 5 人。彼女は 9 人目。父親はいつ
もお酒を飲んでいて、母親がいつもひとりで畑の
作業をするなど、苦労をしていた。個人の家で作
られたソルガム（mtama）の醸造酒（ugimbi）を、
1 リットル TSh50 程度で買って、毎日飲んでいた。
父親は 1973 年に死去したが、母親は現在も健在。
ウシは、父方の祖父が 10 頭飼っていた。父親
は酒におぼれていて、一切、ウシの世話などして
いなかった。
1973 年、22 歳ぐらいになって、マジェレコ小
学校に入学した。しかし、父親の状況を含め生活
が苦しかったため、1 か月でやめた。
1974 年には、親戚の子供の子守りをするため
に Mwanza に行き、そこに 3 か月滞在した。はじ
めて村から出た。帰ってきた途端、両親が割礼式
（jando）の手配をしていた。割礼の施術（ukeketaji）
をしたのは、女性の伝統医（mganga）で、施術
に要した時間は 1 時間程度だったが、その後、1
週間ほど家にこもった。自分の意志などなかった。
実際、政府は 2005 年に、女子割礼が問題をもた
らしているという理由で、完全に法律で禁止した。
その後、掃除（fagia）などの家の中の仕事、薪
取り、畑の仕事などをして過ごした。
1977 年には、MD というゴゴの男性と交際し、
妊娠をしたのをきっかけに結婚した。彼と結婚す
ることを決めたのは、周囲の環境と、もしかして
助けてくれるかもしれない、と思ったから。婚
資としてヤギ 5 頭と TSh12,000 を母親と兄が受け
取った。
村の中の人だが、Mlimani 村区の人で、彼の畑
は全部で 100 エーカーあった。彼女は 2 人目の妻
だった。彼女は 7 エーカーの畑を与えられ、そこ
でラッカセイ、トウモロコシ、ソルガム在来種
（lugugu 種）を栽培していた。ちょうど婚入した
1977 年は、飢餓（njaa）の年だった。
1977 年 7 月には、第一子（女児）の MMD を
自宅にて、助産師の補助のもと出産した。とくに
問題もなく出産した。
その後、男の子を出産したが死亡した。9 人出
産したが、2 人死亡し、生きているのは 7 人。
1979 年には、第三子（女児）TMD をチロヌワ
診療所で出産した
1981 年には、第四子（女児）NMD を、チロヌ
ワ診療所で出産した。その後、NMD は双子を出
産した際に死亡してしまった。残された双子のう
ちの一人をあずかって育てている。
1983 年ごろには、第五子（女児）DMD を、間
に合わず運悪く家で出産した。
1985 年ごろには、第六子（女児）SMD をドド
マ病院で出産した。
その後、第七子（男児）KMD をチロヌワ診療
所で出産した。ちょうどこのころ、他の妻たちが
嫁いできた。3 人目の妻は 2 年、4 人目の妻は少
しだけ滞在し、5 人目の妻は 1 週間といなかった。
他の妻たちが子どもをつれてやってきては、すぐ
に去っていった。家の中を汚しては去っていくだ
けだった。
1990 年には、第八子（女児）SMD をドドマ病
院で出産した。
2004 年には、祖霊・精霊（mzimu）に導かれて、
イスラム教に改宗した。
2005 年から、また祖霊・精霊に導かれて、伝
統医をするようになった。会ったことはないが、
VN PM
?-
5 4 3 2 1
RPM PPM MPM JPM DPM
1977- ?- ?- ?- ?-
Ｍ 4人 1人 8人 4人
1999-
出典：2012 年 8 月調査より
図 4. ＶＭの家系図
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母方の祖父が伝統医だったので、その祖霊を介し
て祖父の能力が自分に受け継がれたのかもしれな
い。病人や問題をもっている人が相談に来るので、
森から採ってきた薬などを処方しはじめた。たと
えば、下痢をしている人や、ひきつけ（degedege）
を起こしている人などが相談に来た際には、バオ
バブの種やはちみつを処方するなど。患者は、女
性の方が多いが、男性も来る。治療代としてきまっ
た額はないが、謝礼として患者さんがお金などを
持ってきてくれる。そして、夫がその金をよこす
ように言って、拒否すると棒などでなぐってきた。
そういった理由で離婚することにした。離婚書
（talaka）は県に届けた。財産の分配については、
裁判所に訴えた。裁判所は家の半分と畑を分ける
ように命令を出したが、夫からは意味のある対応
がなく、疲れてあきらめた。
7 人いた妻のうち自分も含めて 6 人は逃げ出し
て、現在も残っているのは一人だけ。広大な畑も
現在賃貸している。
結婚生活には、良いときもあった。今が良い生
活かどうか、というと、まだよくない状況だが、
生活を続けている。山と谷（bondeni）の中間に
ある 7 エーカーの畑を年配の人から Tsh5,000 で
借りて、ヒマワリ、トウモロコシ、ラッカセイな
どを栽培している。去年は食料不足に陥り、援助
をもらった。
3  寡婦 PS
1952 年に、Bahi の町の北方に位置する Mugu
村で生まれた。出産は Bahi の病院で。母親は
MM というゴゴ（氏族 : Bw）、父親は L、同様に
ゴゴ（氏族 : Ma）。
農業と牧畜をしていて、父親はウシを 200 頭も
持っている富者（mugoli）。現在は兄がそれらの
牛を引き継いでいる。
子どものころは、遊んだり、水を汲んだり、ウ
シの世話をしたりした思い出がある。
1967 年、15 歳のころ、成人儀礼（jando）とし
て割礼（ukeketaji）を受けた。母親が施術（kukeketa）
をし、姉の子であるゴゴの子とともに、5 月～ 6
月ごろ、5 週間かけて参加した。成人儀礼が終了
して、ようやく最後に水浴びをした。
1968 年に Bahi 小学校の 1 年生に入学したが、
その年に、家族全員で Bahi から転出するために
転校した。Bahi から転出した理由は、環境も生
活も悪く、多くの人が熱を出して、体調を悪くし
ていたため、「空気（hewa）を変えたかった」から。
行先は、西にある Manyoni 県 Kitingo 村で、「すごー
く白く（peupe）」、6 月～ 12 月の間に太陽がよく
照っていた。
ところが翌年の 1969 年 10 月には、自宅で父親
が死亡した。Kitingo の病院にもかかったが、だ
めだった。2012 年現在も、兄夫婦二人とも具合
が悪く、熱をだしている。
1976 年には、CS という男性と結婚した。婚資
はウシ 12 頭で、それは兄が受け取った。彼は有
名な「ものすごい伝統医（mganga mbaya sana を
意訳）」で、治療代としてウシなどを差し出す人
もいたため、このような数のウシを婚資として出
すことができた。民族はング （ーズィグア）62 で、
氏族は Nn。
1978 年 に、Bahi の 病 院 で 子 ど も を 出 産 し、
Steven という名前もつけたが他界した。
同じ年に、同じ病院で AgS という女子、第一
子を、今度は無事出産した。家にかえってから、
兄が、「最初の出産」ということで、ヤギのスー
プを用意してくれた 63。
子どもたちは父親の民族と氏族を継承してい
る。
1981 年には、第二子の女児、AnS を、Hombolo
病院で出産した。12 月 24 日の夜中に陣痛がきた
が、クリスマスの朝 5 時に出産した。当時コレラ
が流行していたが、夫がヤギをつぶしてヤギスー
プを用意してくれた。Hombolo で出産したのは、
夫の母親がいたから（ちなみに夫の母親はゴゴ
で、父親はングー／ズィグア 64）。現在、彼女は
Dosidosi にいる兄と暮している。
1984 年 10 月には、第三子の男児、FS をチロ
ヌワ診療所で出産した。そこの看護婦 EK がよく
してくれて、肉やパパイヤなどのお見舞いを差し
入れてくれたことをよく覚えている。夫も「おつ
かれさま、おめでとう」と言って、ヤギを屠殺し
て、ヤギのスープを振る舞ってくれた。夫は「頭
の富者（mugoli/tajiri wa kichwa）」だったため、羽
振りがよかった。現在、弟三子 FS は結婚している。
1986 年 3 月には、第四子（男児）DS を、伝
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統的な助産師 Esta を呼んで自宅で出産した。自
宅で出産したのは「運が悪かっただけ（Bahati 
mbaya tu）」。夫もいなかったが、OS という長老
が助けてくれた。これまでの出産と同様、ヤギの
スープを食べた。現在、DS も結婚している。
1992 年には、第五子（男児）ES を自宅で、伝
統助産師 Esta を呼んで出産した。今度は、前回
の出産が問題なかったため、そのように計画した。
このときもヤギのスープを食べた。現在、ES は
ダルエスサラームにいる。
1996 年には、第六子（男児）JS を、助産師
Esta の協力のもと、自宅で出産し、このときもヤ
ギのスープを食べた。JS は現在小学校に通って
いる。
夫が健在のころは、Mbelzungu の森に開いた 8
エーカーの畑を手鍬だけで耕作していた。トウ
モロコシ、ラッカセイ、ソルガムを栽培してき
た。妻は自分も含めて 4 人いたが、自分が一番大
きい畑を持っていた。家は村の中心（「町」）にも
あり、子どもたちはそこで生活したが、夫婦のみ
Mbelezungu の森で生活してきた。
2007 年には夫が他界した。夫の財産は、ウ
シ 6 頭、ヤギ 5 頭以外にも、ラジオなどこま
ごまとしてものがいろいろとあった。ウシな
どの家畜は売って現金に換えた。4 人の妻はそ
れぞれ Tsh50,000 づつ、子どもたちはそれぞれ
TSh25,000 づつ受け取った。子どもたちは、私が
6 人、その他の妻が 4 人、1 人、5 人と、あと数
人いて、合計 20 人ぐらい。そのほか、親戚たち
も財産を受け取った。
他の妻たちは森の中の畑を放棄したが、彼女は
耕作を続けている（畑の大きさはさすがに 3 エー
カーとなったが）。雨期（masika）には、毎日いっ
たりきたりしている。2010 年は、食料が十分に
足りた。今年は、混作で栽培し、トウモロコシは
バケツ 10 杯（debe）、ラッカセイは 11 袋（gunia）、
ヒマワリはバケツ 12 杯（debe）収穫した。トウ
モロコシは、12 月に播いたものは立ち枯れてし
まったが、1 月に播いたものはよかった。
結婚は、タンザニア人にとって重要なこと。夫
がいないと、生活水準が低くなるが、夫がいれば
あまり心配なく、耕作していたら収穫が手に入る。
良い生活とは、自活する力があることであるが、
心配事があるのは悪く、幸せを逃す。問題は何か？
　例えば、教育の機会が限られていること。子ど
もの JS は成績が全校で一番だが、寡婦で教育も
受けていない私が、どこまで教育を受けさせてあ
げられるか分からない。
良い生活とは、良く生き、健康で、良く食べら
れること。
4  未婚女性 EM
写真 3. 親せき宅にて一緒に酒をつくる EM（左）
1959 年、Mpwampwa 県 Tubugwe に て、 父 親
SM、母親 D の第四子（末っ子）として生まれた。
父親がカグル（Kaguru）、母親がへへ（Hehe）で、
彼女は父親の民族・氏族を継承している。第一子
は兄の JuSM、第二子は姉の JoSM、第三子は姉
の MSM。
彼女が生まれてからすぐにマジェレコに越して
きた。当時、子どもには洋服はなく、大きくなっ
ても布をおむつのようにまくのみで、胸はむき出
しだった。
初潮を迎える前の乾季（kiangazi）、6 ～ 7 月の
2 ヶ月間、成人儀礼（unyago）を受けた。他の女
の子と合わせて 4 人で受けたが、小さかったから
理解が難しかったように思う。受けた子たちは、
全員カグルで、「同じ人の子供」65 だった。女子
割礼も受け、小屋で踊った（cheza）。
1966 年には、マジェレコ小学校に入学し、
1970 年には修了した。
1981 年、22 歳のとき、TM という男性と暮す
ようになった。彼は、ゴゴ。婚資は受け取ってお
らず、正式な結婚ではなかった。畑などは一緒に
耕作していた。
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1982 年には、第一子の子供（女児）RTM をチ
ロヌワ診療所で出産した。その後、RTM は、Ji、
Ja、B という 3 人の女の子を出産した。現在、彼
女の孫にあたる 7 歳児の Ji と、5 歳児の Ja は、
彼女と一緒に生活している。
1985 年には TM と別れたが、正式な結婚では
なかったため手紙（離婚合意書）などは受け取っ
ていない。とはいえ、よりを戻したり、再び別れ
たりといった関係を続けてきた。
1986 年には、第二子（男児）の JoeTM を同じ
診療所で出産した。その後、JoeTM は小学校 7
年生で中退し、妻と子供（男児）V と生活している。
1990 年には、第三子（男児）の EA を同じ診
療所で出産した。その後、中学校 4 年生まで終え
て、現在は、妻と子供（男児）H と生活をしている。
1993 年には、第四子（女児）の P を同じ診療
所で出産した。その後、P は 2 人の男児、T と N
を出産した。T という名前は、TM（EM の内縁の夫）
の名前からとったが、EM はその 4 歳の孫と一緒
に生活している。P と N は別の家で暮らしている
（図 5 参照）。
子どもたちの養育については、他の用途や義務
があるといって、子どもたちの父親は何もしてく
れなかったので、家族からの援助でなんとか子供
を養育してきた。現在、上記孫 3 人と、父親の妹
にあたる叔母（shangazi）MM と一緒に暮している。
結婚については考えないようにしている。
自分の生活は良い生活とはいえず、むしろ、悪
い、底辺の生活。良い生活とは、あらゆるモノが
あり、問題がないこと。今の自分の生活には、毎
日問題がある。何を食べるか。何を着るか。子ど
もたちに何を着せるか。子どもをどうやって教育
するか。息子の JoeTM は小学校、EA は中学校 4
年生まで行ったが、教育費を捻出できず修了でき
なかった。薪を取りに行くのも大変。
夫には恵まれなかったが、アングリカン教会で
の ngoma（歌と踊りと太鼓）の活動には力を入れ
ている。1978 年 4 月から 7 人で神をたたえて歌っ
ている。女子割礼が禁止されてから ngoma がな
くなり、文化（utamaduni）が死んでしまうと思っ
たので、自分たちで教会に ngoma のチームをつ
くった。乾季には、毎日、午後に太鼓をたたき、
歌の練習をしている。日曜日には教会で大勢の前
で演奏する。2012 年現在、メンバーは 14 人で、
全員同じ Anglican の教会の信徒。Ngoma は運動
にもなり、喜び（furaha）をもたらし、悩みを忘
れさせてくれる（poteza mawazo）。いろいろ思い
悩むとやせ細り（konda）、早死にしてしまう（kufa 
haraka）。
写真 4. Ngoma を演奏する教会
5  未婚女性 LN
1968 年に、マジェレコ村 Kawawa 村区にて生
まれた。出産はチロヌワ診療所。母親は YM、父
親は EY で、二人ともゴゴ。
1978 年、10 歳のころ、マジェレコ小学校に入
学した。
1980 年には、割礼（jando）を受けた。同時に
参加していたのは、彼女の祖父の孫（彼女の母方
のオジ <mjomba> の子供を含む）5 人とともに参
加した。割礼の施術を行ったのは、熟練女性で、
その後、1 か月家にこもった。
小学校 6 年生のときに、車から落ちて足をなく
MM SM D
4 3 2 1
1981-1985
EM
1959- TM MSM JoSM JuSM
4 3 2 1
P EA JoeTM RTM
1993- 1990- 1986- 1982-
3 2 1
Ｎ T H V B Ja Ji
1999-
出典：2012 年 8 月調査より
図 5. ＥＭの家系図
50 阪本　公美子　　黒田　真
し、7 年生にはすすめなかった。
現在、自分の畑を 1 ～ 2 エーカー耕しており、
トウモロコシ、ヒマワリ、ラッカセイなどを栽培
している。
2000 年には、現在村で役職に就いている RM
との第一子（男児）、HM を産んだ。家で伝統助
産師に手伝ってもらって問題なく出産した。出産
後「婚資（mahari）」66 としてヤギ 4 頭と金額は
忘れたがお金をもらった。現在 HM は、彼の父
親と一緒に暮らしており、マジェレコ小学校の 3
年生。
2004 年には、同じく RM との間の第二子（女児）、
SN を自宅で、伝統助産師の手を借りて問題なく
出産した。2007 年にも RM との第三子、AN を同
様に出産した。後から生まれた子どもたちには、
父親から「婚資」をもらっているわけではないの
で、彼女の姓を名乗って、彼女と一緒に暮らして
いる。父親は、認知した長男のみ養育していて、
下の 2 人の子どもについては、彼女自身で養って
いる。
現在、下の子どもたち 2 人、彼女の母親、姉妹
1 人とその子どもたち 2 人と暮している。
子どもたちの父親とは婚姻関係にはない。結婚
はしたいけど、誰と？
幸せ（raha）には程遠い、悪い生活をしている。
夜が来るだけの生活で、本当の幸せはない。より
よい生活とは、きちんと食べて、洋服を着て、生
活をつづけていくこと。
むすびに
最後に、これまでの先行研究も参照しながら、
ライフ・ヒストリーを振り返る。
まず、成人儀礼や結婚、婚資を比較する（表 3）。
第一に、ングーの姉妹の間で、時代の変遷と
ともに FGM を伴う割礼式と unyago（成女儀礼）
の受け方が変化している点が顕著である。同じ
ASMの娘であるにもかかわらず、第2子MaOSは、
母親 ASM と同様に割礼式と成人儀礼を経ている。
しかし、第 3 子で、教育も受けてきた AOS は、
FGM は受けず、unyago のみを経ている。さらに、
第 7 子の HOS は、割礼式も成人式も経ていない。
このような変化は、他のゴゴの女性たちには顕著
にはみられないが、ゴゴ社会に暮らすングーの
女性たちの間では顕著に認められた。ともあれ、
2005 年の政府の禁止により、近年の若い女性た
ちは、FGM を受けないようになったが、こうし
た動きはングーの女性たちの間では政府による禁
止に先行してみられた。FGM の禁止により、性
教育や家庭教育の役割も果たしていた成女儀礼ま
でもが自粛されるようになったが、このことがは
らむ問題性は、とくに年配の女性たちによって指
摘されている 67。
第二に、成人儀礼と結婚の結びつき方において
も、顕著な違いがみられた。ングーの出身地であ
るタンガで生まれ、割礼式・成人儀礼を受けた
ASM は、Beidleman68 の記載していた通り、成人
儀礼直後に結婚をしている。他方、ゴゴの女性た
ち、およびゴゴ社会に生まれたングーの女性たち
は、割礼直後に結婚しているわけではない。この
点は、ゴゴ社会では女性の割礼と結婚の間には一
定の時間的隔たりがあるとする Rigby69 の指摘と
も一致している。
第三に、婚資に関しても、明らかな違いが認
められる。Rigby の例示するゴゴ社会の婚資と、
Beidleman の例示するングー社会の婚資を比較す
ると、農牧父系的社会であるゴゴの方が家畜によ
る婚資が圧倒的に多いというだけでなく、婚資の
現金化の時期に関しては母系的社会であるングー
の方が早かったということがわかる 70。聞き取り
対象者の婚資をみても、ングーの女性たちの婚資
の方が現金によるものが多いことは明らかである
（表 3）。ゴゴの女性たちの父親が受け取る家畜に
よる婚資は、Rigby の記述した時代よりも格段に
少ないうえに、ばらつきもあるが、家畜がより重
視されている傾向は今も見とれる。
注：「結婚」列（　）内は出産年、[     ] 内は同居年、「婚資」列（　）内は
ndima。出典：2012 年 8 月調査より
表 3. インタビュー対象者の成人儀礼と結婚
対象者 婚姻状況 宗教 民族 出生年 FGM Unyago 結婚 婚資
ASM 離婚 イスラム教 Nguu 1949 1963 1963 TSh6,000
MaOS 寡婦 イスラム教 Nguu 1967 1984 1987 ウシ 6
AOS 寡婦 イスラム教 Nguu 1969 なし 1984 1991 TSh100,000
HOS 未婚 イスラム教 Nguu 1980 なし なし （1999） （ウシ 3、ヤギ 1）
MA 既婚 イスラム教 Nguu 1985 ? ? 2001 TSh180,000
VN 既婚 キリスト教 Gogo 不明 年不詳 年不詳 ウシ 5、ヤギ 10
AM 離婚 キ→イ Gogo 1951? 1974 1977 ヤギ 5、TSh12,000
PS 寡婦 キリスト教 Gogo 1952 1967 1976 ウシ 12
EM 未婚 キリスト教 Kaguru 1959 初潮前 [1981] なし
LN 未婚 キリスト教 Gogo 1968 1980 （2000） （ヤギ 4、お金）
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また、父親が婚外子に対する親権を確立した
り、出産を祝ったりする際も、Rigby が言及して
いたような家畜による意味づけが現在も行われて
いた。例えば、父親が婚外子に対する親権を確立
するためには、HOS の場合について注 54 でも示
したとおり、子どもの母親の父親に「Ndima」と
して家畜を支払っていた。おそらく、LN の場合
も同じケースであったと考えられる。このこと
は、女性の処女を奪ったことへの代償も兼ねてい
たが、いずれの側面も Rigby が言及した内容と一
致していた。また、女性の出産後に、とくに初産
の場合は、ヤギなどのスープが必須とされること
を Rigby71 も言及していたが、複数の女性（ASM、
HOS、PS）が、出産後のヤギや他の家畜のスー
プについて言及していた。このように子どもをめ
ぐり家畜がさまざまな場面で重要視されるのは、
ゴゴの女性のみならず、ゴゴ社会を生きる他民族
の女性たちの生活のなかでもしばしばみられた。
Rigby の先行研究 72 では、ゴゴ社会の特徴とし
て、離婚率の低さと、そのことがもたらす安定的
な婚姻関係があげられていた。今回は、あえて婚
姻関係にない女性たちの半生を中心に聞き取った
が、本研究が第四に指摘しておきたいのは、女性
世帯主世帯の中でも、寡婦、離婚女性、婚外出産
している女性たちの間では、結婚に対する立ち位
置が明らかに異なっていたという点である。ま
ず寡婦は、過去の生活を懐古するという形では
あるものの、既婚女性と同様、結婚そのものに
高い評価を与えていた。とはいえ、Beidleman や
Rigby が記載していたような寡婦の相続といった
事例は、調査値においてはみられなかった 73。他
方、聞き取りをした 2 人の離婚女性に共通してい
るのは、結婚していて良かった時期もあったが、
夫が他の女性と結婚するという事態や、夫の理不
尽な暴力に対抗して、自ら離婚を選んだ女性であ
るという点である。しかし、彼女たちが Rigby の
いう「複数の婚姻を重ねて落ち着くことのない女
性」であるという実態はなく、いずれの女性の場
合も、子どもの父親は一人に限定されていた。む
しろ、彼女たちは結婚以外の場所で自らの生き方
を確立しているように見受けられた。このことは、
彼女たちが喫茶業や伝統医療を生業と一部として
おり、それなりに重要な役割を社会のなかで担っ
ていることにも起因していると思われる。そし
て Rigby が見てきた社会と比較すると、離婚女性
が婚姻を重ねなくても生きていける社会に変化し
ているともいえよう。最後に、未婚出産している
女性は一様に、自分が「結婚」していないことを
悲観的に捉えていたが、この点は、筆者がこれま
で調査してきたタンザニア南東部の母系的社会と
は状況が全く異なっていた。このことは、離婚率
が高く婚姻が安定していない南東部の母系的社会
と、離婚率が低く婚姻が安定しているゴゴ社会と
の違いに起因しているのではないかと思われる。
ただし、夫や父親の飲酒や暴力といった問題は、
離婚女性に限らず、既婚女性の語りでもしばしば
取り上げられていた。
上述のように、本論でとりあげた二人の離婚女
性の場合は、いずれも、ある程度自立的な生計手
段を確立し、また社会の中でも一定の重要性を
もった役割を担っていたが、インタビュー対象者
のなかには、婚姻については多くを語りたがらな
いものの、彼女たちとは違った仕方で自己実現
を達成しようとしてきた女性もいる。たとえば、
FGM の禁止に伴って伝統文化がすたれること危
惧して、太鼓のグループを結成した女性も、そう
した女性の一人である。上記の離婚女性の場合に
おいても、離婚に先立って改宗をするなど、信仰
への傾斜もみられた。本論で提示した 10 人の女
性の半生からは、ゴゴ社会における成人儀礼や婚
姻形態の歴史的変容の一端が読み取れるだけでは
なく、ゴゴ社会に生きる女性たちのアイデンティ
ティのよりどころも垣間見ることができた。
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Manzilanzi の 2 村区（A と B）に限ると約 40％と推定で
きるが、これについては今後さらに正確なデータを入手
する必要がある。
31 Mbelezungu A 及び Mbelezungu B については、地理的
にも離れているため、今回の調査から除いた。なお、
Manzilanzi A, B, Mbelezungu A, B の４村区は、来年（2013
年）には合併して新村を作り、マジェレコ村から分離す
る予定だという。これらの村区では今回、調査対象とし
た村の中心地域と比較して、後述のとおりウシならびに
一夫多妻が多いことが観察されており、女性世帯主世帯
の状況も異なることが予想される。
32 OMS からみても母方。
33 出産後のお祝としては、ヤギがもっとも価値があると
言われている（2012 年 8 月 31 日、ドドマ大学と共催の
ワークショップより）。
34 現在、HdOS は結婚し、4 人の子供と 1 人の孫と Dabalo
で喫茶業の商売をしながら暮らしている。
35 現在、MaOS は後述のとおり結婚後、3 子をもうけたが、
寡婦となり、子ども 2 人とマジェレコ村で農民の生活を
している。
36 AOS も後述のとおり 3 子をもうけたが、寡婦となり、
子ども 2 人とマジェレコ村で生活をしている。
37 その後、MoOS は PS の娘、AS と結婚し、4 人の子ども
をもうけ、マジェレコ村で家族と農民の生活をしている。
38 現在までに MwOS は 1 人の男性との間に 4 人の子ども
をもうけ、別の男性との間に 1 人の子どもをもうけた。
そのうちの 4 人の子供と一緒に同村内で農民の生活をし
ている。長女は 2007 年に結婚し、夫と子どもと一緒に
マジェレコ村で自分たちの生活を営んでいる。2012 年
2 ～ 3 月の段階では、第 3 子 HR と第 4 子 OS は、祖母
ASM と暮していた。
39 夫の話に基づき作成した家系図によると、HM というゴ
ゴの女性と 1981 年に結婚をしている（図 3 参照）。彼女
との間には子供はいない。
40 現在残っている 2 頭（去勢牡牛 maksai）についても、
実際の所有者は OMS 自身ではなく息子の K (MS) であ
るという（調査助手 Asha による）。
41 MMS は、夫 OMS のキョウダイで、村の名士 ( 牛持ち )、
SSS と結婚している（図 3 参照）。
42 後述のとおり、その後、HOS は、2 人の男性との間に
あわせて 3 人の子どもをもうけ、マジェレコ村で農業お
よび日雇い労働などを生業として生活をしている。
43 その後、FOS は 1998 年に結婚し、夫と 2 人の子どもと
一緒に Chinangali Ⅱで生活をしている。喫茶業を営んで
いる。
44 その後、彼女は 2004 年に結婚し、夫と 2 人の子どもと
Dabalo で暮らしている。彼女は農業、夫はラッカセイ
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の運搬業を営んでいる。
45 ドドマ大学チームとの共同広域農村調査の一環として
2012 年 2 〜 3 月に黒田がマジェレコ村で実施した調査
票調査の回答に基づく。
46 上記『調査票調査』の回答および 2012 年 8 月に黒田が
行ったインタビュー調査に基づく。
47 彼女は、夫との関係について、最初のインタビューでは
「イトコ」(binamu) と説明していた。しかし、彼女の父
親・母親・キョウダイ・などの親族の協力を得て作成し
た家系図で確認したところ、彼女と夫の関係は、「イトコ」
(binamu) ではなく、「マタイトコ」 (binamu mara mbili) で
あることが判明した。二人は M という名の共通の曾祖
母を持ち、彼女の父親と、彼の母親 AS はイトコの関係
にある（図 3）。この点について家系図をもとに彼女に
再確認したところ、彼女も夫は「マタイトコ」であると
訂正した。ちなみに、彼女のアネの HdOS と、オトウト
の MoOS も、両親のすすめに従って結婚をしたが、い
ずれもの場合も結婚相手は父親の友人であり血縁関係に
はなかった。
48 夫には、別の妻との間にも子供があり、その母子も残
して死去した。
49 現在 MDM は、チャリンゼでガソリンなどを売る仕事
をしている。
50 SaDM は今年の夏休み中、中学校 Form IV の試験対策
のために、Dabalo 村に滞在していた。夏休みが終了後、
マジェレコにもどり、マジェレコ中学で卒業式を迎えた。
51 周囲の噂話によると、夫の酒・女性関係・病気などで
苦労した、という話もある。
52 別の情報筋によると、バオバブ関連の商売を始めたい、
という希望も持っている。
53 土地の譲渡については、2011 年 9 月 21 日の黒田のイン
タビューによる。
54 JMM によると、「ndima」（ゴゴ語で、婚外子に対する父
親としての権利を確立するために、男性が女性の親族に
支払う家畜等の財物のこと、Rigby 1969, p.244 も参照）
として、彼は一子目のときにはウシ 2 頭とヤギ 1 頭を、
二子目のときにはウシ 1 頭を、彼女の父親に払ったとい
う。一子目のときの支払いが二子目以降の支払よりも多
い理由は、若い女の子の処女を奪った (haribu) からだと
いう。二人目のときは頭数を減らし、三人目のときは
支払わないという（2012 年 8 月 26 日聞き取りによる）。
これらの支払は、JMM から、HOS の父親 OMS に直接
なされるため、支払った家畜の頭数についての JMM の
発言はかなり正確であると考えてよい。JMM には 4 人
の正妻がいて、牛 58 頭、ヤギ 70 頭、羊 62 頭、鶏 20 羽
を所有している（2011 年 9 月 22 日、黒田聞き取りによ
る）。
55 2012 年 2 〜 3 月に黒田がマジェレコ村で実施した『調
査票調査』の回答に基づく。
56 2011/12 年は、前年と同様に、トウモロコシを 2 エーカー、
ラッカセイを 1 エーカー、ゴマを 2 エーカー作付したが、
結果は以下のように、かなりの収穫があった。トウモロ
コシが 6 袋 （前年は 0）、ラッカセイが 10 袋 （前年はバ
ケツ 2 杯＝ 40 リットル）、ゴマが 3 袋 （前年は 0.5 袋）
（2012 年 2 〜 3 月に黒田がマジェレコ村で実施した『調
査票調査』の回答および 2012 年 8 月に黒田が行ったイ
ンタビュー調査による）。
57 マジェレコ村では毎週、木曜日に開催される。
58 氏族名は、名士 SSS と同じだが、とくに関係はなく、
名前が似ているだけ、という。
59 ゴゴ社会特有の屋根の低い伝統的家屋。
60 AOS に確認したところ、実際、DB に酒をやめるように
すすめた、という。
61 VN は、スワヒリ語を話さないため、末っ子の RPM が
代答をしており、VN の半生については、不正確な点が
含まれてる可能性もある。代答をしていた末っ子 RPM
に自分の生活について聞いたところ、「嘘はつかない。
いい生活をしている (nina maisha mazuri)。」と答えた。
彼女は 5 エーカーを耕しており、食料も足りており、必
要な場合、母親を支援している。
62 この CS という男性の民族については、文化的に非常に
近い関係にある Nguu と Zigua という二つの民族のうち
のどちらなのかはっきりしたことは分からない。語り手
（PS）は亡夫のことを Zigua であると言っていたが、前
述のように（注 4）、Nguu のことを、より人口が多く知
名度も高い Zigua という民族名で呼ぶことは、この地域
ではごく普通にみられる。
63 1994 年に、ASM の第 4 子、MOS と結婚し、4 人の子ど
もとマジェレコ村内で生活をしている（図 3 参照）。
64 上の注 62 を参照。
65 同じ人の子孫、つまり同じ氏族と思われる。
66 本人は、「婚資 (mahari)」と表現していたが、より正確
には、婚資ではなく、ゴゴ語で ndima と呼ばれるもの（婚
外子に対する父親としての権利を確立するために男性が
女性の親族に支払う家畜などの財物）と考えられる。注
54 参照。
67 2012 年 8 月 31 日、アフリカ・モラル・エコノミー・ワー
クショップより。
68 Biedleman (1967).
69 Rigby (1969).
70 Rigby (1969), p.50, pp.226-229; Beidleman (1967), p.61.
71 Rigby (1969), p.223。注 33 も参照。
72 Rigby (1969).
73 Beidleman (1967), Rigby (1969), p.220.
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Diversities and Changes among Female-Headed Households 
in the Gogo Society of Central Tanzania:
From 10 women’s life histories in Majeleko Village
SAKAMOTO Kumiko and KURODA Makoto*
Abstract
This research sheds light on women within the Gogo Society from the perspective of the minorities – female-
headed households and with emphasis on the minority ethnic group such as the Nguu women. Furthermore, 
by comparing life histories of 10 women ranging from those in their 20s up to those born in the colonial era, it 
highlights changes within women’s lives. In Majeleko Village of Dodoma Region, life histories of 10 women were 
collected: five Nguu women, four Gogo women, and one Kaguru woman. Among them two are divorced, three are 
widowed, three are unmarried, and two are married. Their religions were Islam (six, one converted from Christian) 
and Christians (four).
The life histories provided five distinct findings in comparison to previous research of the Gogo and the Nguu. 
Firstly, there was a distinct change among Nguu sisters where the mother and the second born experienced female 
genital mutilation (FGM) and initiation rites (unyago), the third born educated sister experienced only unyago, and 
the seventh born did not experience FGM nor unyago. This availed prior to the abolishment of FGM in Tanzania and 
among the Gogo women. 
Secondly, an elderly woman born in Tanga, where Nguu originated from, married in the same year as her FGM 
and initiation rite as previous research indicated as common among the Nguu, whereas other women (Gogo and 
younger Nguu) had a time lag between FGM/unyago and marriage as previous research indicated as common among 
the Gogo. Thirdly, the life stories confirmed previous research that money was more common among the Nguu, and 
more cattle was used among the Gogo as bridewealth.
Fourthly, marriage was valued differently among the widowed, divorced, and unmarried. The widowed valued 
their previous experience in their marriage, the divorced indicated that they had good experience in the past but 
situation changed which pushed them into establishing their own lives without their husbands, and the unmarried did 
not even want to speak about marriage. The response of the unmarried underlined previous research which indicated 
the emphasis of marriage among the Gogo – a perspective different from matrilineal Southeast Tanzania, where the 
author previously collected life histories. Lastly, self expression through ngoma (drum) groups or converting religion 
in addition to having their own livelihoods was also found in the life histories.
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